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津軽五所川原駅 - 津軽中里駅 20.7km ●
現
在
、「
津
軽
鉄
道
」
は
日
本
最
北
の
民
間
鉄
道
会
社
と
な
っ
て
い
る
。　

●
津
軽
鉄
道
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ  h

ttp
://tu

te
tu
.jo
in
-u
s.jp

/

公式ツイッター
@tsutetsu

公式アカウント
津軽鉄道

●公式サイト　http://tsutetsu.web.infoseek.co.jp/
●amebro　  奥津軽トレインアテンダント

津 軽 鉄 道
開業年月日：1930年（昭和5年）11月13日 

津軽21形気動車

プ
チ
情
報

　

津
軽
半
島
を
南
北
に
走
る
20
・７
ｋ
ｍ

の
鉄
道
。雪
景
色
を
走
る「
ス
ト
ー
ブ
列

車
」が
有
名
で
す
が
季
節
ご
と
に「
風
鈴

列
車
」「
鈴
虫
列
車
」が
走
り
、移
り
行

く
景
色
を
眺
め
な
が
ら
四
季
を
通
じ
て

楽
し
ん
で
頂
け
る
鉄
道
で
す
。列
車
内

で
は
ト
レ
イ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
よ
り

沿
線
を
含
め
た
奥
津
軽
の
観
光・美
味
し

い
物
等
の
情
報
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

車
両
は
沿
線
出
身
の
作
家「
太
宰
治
」

さ
ん
の
作
品
に
因
み「
走
れ
メ
ロ
ス
号
」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
、巡
礼
ス
ポ
ッ
ト

と
も
言
え
る
芦
野
公
園
駅
に
隣
接
し

た
旧
駅
舎
を
利
用
し
た
喫
茶
店
「
駅

舎
」
も
人
気
で
す
。こ
こ
で
は
、「
太
宰

治
」
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
弘
前
土
手
町

の
珈
琲
屋
「
万
茶
ン
」の「
昭
和
の
コ
ー

ヒ
ー
」
や
金
木
特
産
の
馬
肉
を
使
っ
た

馬
ま
ん
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
の
で

お
す
す
め
で
す
。

　

津
軽
五
所
川
原
か
ら
乗
車
し
て
し
ば
ら
く

す
る
と
、車
窓
に
広
が
る
津
軽
平
野
と
、端
正

な
姿
の
岩
木
山
、作
家
太
宰
治
の
故
郷
金
木
を

過
ぎ
、西
側
に
連
な
る
津
軽
山
地
、終
点
津
軽

中
里
ま
で
約
45
分
ほ
ど
で
結
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、沿
線
に
は
津
軽
三
味
線
会
館
や
津
軽

す
こ
っ
ぷ
三
味
線
快
館（
０
１
７
３-

５
２-

４
４

５
０
）と
い
う
珍
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
、是
非
思
い

出
に
残
る
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
で
す
。

　

さ
ら
に
、津
軽
五
所
川
原
駅
に
は
ス
ト
ー
ブ

列
車
以
外
に
も
、高
校
生
が
手
が
け
る
売
店

な
ど
心
の
こ
も
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
満
載
で
す
。

フ
ァ
ン
の
方
も
、そ
う
じ
ゃ
な
い
方
も
楽
し

め
る
津
軽
鉄
道
へ
、是
非
、遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

希望のレール（津軽五所川原駅）

太宰治記念館「斜陽館」（金木駅）

立佞武多の館
（津軽五所川原駅）

津軽すこっぷ三味線
快館（嘉瀬駅）

津軽三味線会館（金木駅）

金多豆蔵人形劇
（津軽中里駅）

岩木山を背景に、国道339号（小泊線）
の大沢内～深郷田間の橋の上から
撮影したストーブ列車です。

芦野公園駅では、日本さくら名所100選
でもある桜のトンネルを抜ける姿が
撮影できます。（芦野公園さくらまつり
／4月29日 - 5月5日）

ストーブ列車はやっぱり一度は乗って
撮影もしまくりたいものです。

▲津軽鉄道のお弁当を食べたい！
ストーブ弁当（12～3月）いなほ弁当（9～11月）さくら弁当（4～5月）
（最低２個からご利用３日前までの注文の予約販売）
【予約】津軽鉄道本社　☎0173-34-2148

▶
な
ん
と
中
ま
で
赤
い

五
所
川
原
名
物「
赤
〜
い

り
ん
ご
」か
ら
出
来
た
、

超
珍
し
い
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

発
見
。驚
き
の
お
土
産
に
！

▼思い出コレクションに加えたい、津軽鉄道オリジナル
のアイテム達もいっぱい。くわしくはHPをチェックです。

▼津軽中里駅から約徒歩10分。日本初の森林鉄
道「津軽森林鉄道」のディーゼル機関車の復元
モデルや模型等がみられます。
（問）中泊博物館　☎0173-69-1111

▶
使
う
の
が
惜
し
く
な
る
気
持

ち
に
も
な
る
が
、事
前
に
乗
車
も

で
き
る
硬
券
セ
ッ
ト
を
買
え
ば

旅
行
前
か
ら
楽
し
い
気
分
に
。

硬
券
セ
ッ
ト 

１
、１
０
０
円

（
問
）津
軽
鉄
道　

運
輸
課
ま
で

沿線の四季折々のイベント等といっ
しょに、楽しみが広がる津軽鉄道の駅
や車内では、ハートのこもった手づく
りアイデアが最高！車窓も、駅弁も、
車内演出も、思い出に残したくなる
撮影チャンスもいっぱいです。

いろいろ乗りたい、恒例の企画列車運行予定
●風鈴列車（7月1日～8月31日）
●夏のストーブ列車（立佞武多期間中1日限定）
●鈴虫列車（9月1日～10月中旬）
●ストーブ列車 （12月1日～3月31日）
（問）津 軽 鉄 道 　☎0173-34-2148

道の駅「十三湖高原」

しじみラーメン

ストーブ弁当 いなほ弁当 さくら弁当

▼風鈴列車▼鈴虫列車▼ストーブ列車

●竜飛崎までの交通
JR三厩駅から竜飛灯台に向かうに
は、三厩地区循環バスが便利です。
所要時間は約30～40分程度です
が、１日６本程度の折り返し運行な
ので、次は約２時間後という目安で
事前にHPなどで時刻表をチェック
しておくと安心です。

http://www.town.sotogahama.lg.jp/
l_koutu_bus01top.html

（問）外ヶ浜町役場政策推進課
☎0174-31-1214
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今
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津
軽
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●外ヶ浜町の観光情報／http://www.town.sotogahama.lg.jp/
●今別町の観光情報／http://www.town.imabetsu.lg.jp/sightseeing/index.html
●外ヶ浜商工会／☎０１７４-３７-２００２　●三厩観光協会／☎0174-37-2002

●
車
窓
を
眺
め
な
が
ら
小
腹
を
充
た
し
た
い
な
ら
、蟹
田
駅
前
で
途
中
下
車
し
て
、並
び
に
あ
る
産
地
直
売
所「
ウ
ェ
ル
蟹
」で
地
元
の
味
を
確
保
。（
☎
０
１
７
４-

３
１-

１
１
１
２
）

プ
チ
情
報

青森駅 - 三厩駅 55.8km

J R津軽線
設立：1951年（昭和26年）12月5日 

キハ40系

半島プラザアスクル
（津軽二股駅）

蟹田駅前市場「ウェル蟹」（蟹田駅）

義経寺

風のまち交流プラザ
トップマスト（蟹田駅）

竜飛岬観光案内所「竜飛館」
「旧・奥谷旅館」

竜飛崎灯台

　

文
学
と
伝
説
と
ロ
マ
ン
が
息
づ
く
外
ヶ
浜
町

を
、風
の
旅
人
気
分
で
竜
飛
崎
へ
。冬
と
夏
と

で
は
旅
路
の
味
わ
い
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す

が
、北
海
道
の
大
地
も
見
る
こ
と
が
で
き
、遠

路
か
ら
訪
れ
る
方
々
に
感
慨
深
い
満
足
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、途
中
下
車
を
楽
し
み
な
が
ら
竜
飛
崎

に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
沿
線
を
楽
し
む
に
は
、

起
点
と
な
る
宿
泊
先
を
何
駅
に
す
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。一
気
に
竜
飛
温
泉
の

宿「
ホ
テ
ル
竜
飛
」を
目
指
し
て
ゆ
っ
く
り
戻
る

の
も
い
い
し
、蟹
田
、平
舘
、三
厩
地
区
内
に
点

在
す
る
旅
館
や
民
宿
を
宿
泊
し
な
が
ら
地
元

な
ら
で
は
の
旅
路
を
じ
っ
く
り
味
わ
い
な
が
ら

旅
す
る
の
も
お
勧
め
で
す
。

▲津軽浜名駅から約15分。普段、食卓では見か
けない魚貝類が沢山並ぶ海産物の直売所も訪
れてみたい。（海産物直売所センター「もじょく」）
（問）☎0174-35-2049

◀三厩迄来たらやっぱり、「地元津軽海峡
産の三厩マグロ」を食べて帰りたい。そん
な願いをかなえてくれるのが、ご夫婦2人
で営む「秀鮨」というお寿司屋さんです。ど
うぞ存分にご堪能ください。
（問）秀鮨「ひですし」 ☎0174-37-2856
（三厩駅から徒歩約10分）

▶
春
の
名
物
な
ら
、お
花
見

の
味「
ト
ゲ
ク
リ
ガ
ニ
」を
食

べ
て
み
た
い
。（
外
ヶ
浜
町
）

▼噛むほどに口いっぱいに磯の香り
が広がる「若生まんま」（外ヶ浜町）

▶1日に僅か300本しか作ってて
いないという蓬田村特産「桃太郎
トマト」から、丁寧に手づくりされ
た「とまとけちゃっぷ」は、感銘に
値する味。とにかく美味くてリピー
ターも続出。
（郷沢駅より、徒歩約15分程度）
（問）マルシェよもぎだ
 ☎0174-31-3040

▲竜飛崎温泉の宿「ホテル竜飛」の湯につかり、ホテルから5分の「津軽海峡冬景色の歌謡碑」の前では、
「たっぴの母さん」に会ってみたい（冬はお休みなのが残念）。（問）ホテル竜飛　☎0174-38-2011

本州最果ての駅「三厩」でお決まりパチり。

冬の北風はやはり半端じゃないようです。

いろんな車両を乗りたいという方には、
青森駅から蟹田駅までスーパー白鳥に
乗って（約30分）、「ウェル蟹」でもオスス
メという「がっぱら餅」を手に入れ、また
蟹田駅から、三厩駅へと北上する手もあ
りですね。

どんなに風が強くとも、やはり竜飛崎
には一度は立ってみたいもの。竜飛崎
の温泉につかり、「青函トンネル記念
館」など名物ポイントを周遊したら、
「三厩の本マグロ」など地元の味巡り
もチャレンジしたい。

青函トンネル記念館

旧芦野公園駅  喫茶店「駅舎」

津軽半島観光アテンダント

津軽鉄道文庫

ピンバッチ
『走れメロス号』
 600円

絵はがきセット
400円

レール
キーホルダー
800円

（問）赤～いりんご株式会社
☎0173-33-5190

　
「
青
森
」
か
ら
本
州
最
北
端
の
駅
「
三

厩
」ま
で
を
約
１
時
間
半
程（
普
通
列
車
）

で
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
津
軽
線
は
、蟹
田
ま
で
は
陸

奥
湾
を
望
み
な
が
ら
走
り
、蟹
田
か
ら
今

別
ま
で
の
山
間
を
抜
け
、ま
た
海
に
出
る
。

厳
し
い
北
風
に
吹
か
れ
る
冬
の
沿
線
に
目

を
落
と
せ
ば
、天
気
が
い
い
と
動
物
達
の

足
跡
も
見
ら
れ
、駅
付
近
で
は
人
び
と
の

足
跡
も
重
な
り
、奥
津
軽
の
息
づ
か
い
も

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。蟹
田
駅
を

境
に
函
館
へ
と
抜
け
て
い
く
Ｊ
Ｒ
津
軽
海

峡
線
を
ゆ
く
特
急「
白
鳥
」や
蟹
田
か
ら

下
北
へ
と
陸
奥
湾
を
周
遊
す
る「
リ
ゾ
ー

ト
あ
す
な
ろ
」
も
あ
り
、四
季
折
々
に
旅

の
選
択
肢
が
広
が
り
ま
す
。

　

作
家
・
太
宰
治
の
小
説
「
津
軽
」
を
な

ぞ
り
、義
経
北
行
伝
説
を
訪
ね
、「
津
軽

海
峡
冬
景
色
」
の
音
色
を
頭
の
中
で
奏

で
て
る
う
ち
に
、何
故
か
不
思
議
と
竜

飛
岬
へ
と
向
か
い
た
く
な
る
。
と
い
う

方
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

　

青
森
県
内
の
お
花
見
で
人
気
の「
ト
ゲ

ク
リ
ガ
ニ
」や「
し
ろ
う
お
」、太
宰
治
も

愛
し
た「
若
生
ま
ん
ま
」を
始
め
、「
三
厩

の
本
マ
グ
ロ
」や「
海
胆
」、「
ア
ワ
ビ
」と

い
っ
た
高
級
食
材
ま
で
、津
軽
半
島
の
恵

み
は
感
動
に
値
す
る
天
然
素
材
が
沢
山
育

ま
れ
て
い
ま
す
。厳
寒
の
地
な
ら
で
は
の

手
つ
か
ず
の
営
み
が
残
る
北
の
聖
地
の
、

深
い
味
わ
い
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

三
厩
の
本
マ
グ
ロ

1011

●ストーブ列車券（300円）
味のあるストーブ列車券。切符自体
も思い出のコレクションになるね。
ストーブ列車に乗るには、通常運
賃＋ストーブ列車券（大人子ども
300円／人）が必要です。

石炭ダルマストーブ

石炭ダルマストーブ
津
軽
五
所
川
原
方
面

津
軽
中
里
方
面

オハ46〈ストーブ列車〉
定員80名

沿線ガイド

巡礼コレクション

お楽しみデータ

インフォメーションシャッターチャンス！シャッターチャンス！

耳寄り情報

沿線ガイド

お楽しみデータ

巡礼コレクション

インフォメーション

耳寄り情報



●有人駅
●無人駅

●有人駅
●無人駅

弘前市

黒石市

平川市

藤崎町

田舎館村 境松

弘
前

田舎館

尾上高校前

津軽尾上

柏農高校前

平賀
館
田

運
動
公
園
前

弘
前
東
高
前

中央
弘前

新
里

東
北
自
動
車
道

奥
羽
本
線

五
能
線

弘
南
鉄
道
大
鰐
線

川
部

黒
石

弘前市

平川市

大鰐町

大鰐弘前IC

弘
前

奥羽本線

弘南鉄道弘南線

聖
愛
中
高
前

千
年小
栗
山

松木平

津
軽
大
沢

義
塾
高
校
前

石
川

石
川
プ
ー
ル
前

鯖石

大鰐

宿川原
大鰐温泉

中央弘前

弘高下

弘前
学院大前 東

北
自
動
車
道

黒
石
I
C

耳寄り情報
耳寄り情報

弘
前
駅

弘
前
東
高
前
駅

運
動
公
園
前
駅

新
里
駅 

館
田
駅 

平
賀
駅

柏
農
高
校
前
駅

津
軽
尾
上
駅

尾
上
高
校
前
駅 

田
舎
館
駅

境
松
駅

黒
石
駅

大
鰐
駅

宿
川
原
駅 

鯖
石
駅 

石
川
プ
ー
ル
前
駅

石
川
駅

義
塾
高
校
前
駅

津
軽
大
沢
駅
　

松
木
平
駅 

小
栗
山
駅 

千
年
駅

聖
愛
中
高
前
駅

弘
前
学
院
大
前
駅 

 

弘
高
下
駅 

中
央
弘
前
駅

●
親
子
で
乗
ろ
う
！
休
日
割
引（
・
土
／
日
／
祝
日
は
子
供
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。）

●弘南鉄道公式ホームページ　http://konantetsudo.jp/●弘南鉄道インフォメーションブログ（公式）　http://konantetsudo.blog115.fc2.com/

プ
チ
情
報

●
大
黒
様
き
っ
ぷ（
大
人
１
，０
０
０
円　

子
供
５
０
０
円
）・
弘
南
線
と
大
鰐
線
の
乗
車
券
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
お
ト
ク
な「
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
」で
す
。

プ
チ
情
報

中央弘前駅 - 大鰐駅 13.9km

開業年月日：1970年（昭和４５年）１０月１日／大鰐～中央弘前間　営業権譲受

ラッセル車キ100系

黒石駅 - 弘前駅 16.8km

弘南線
設立：1927年（昭和2年）9月7日／弘前～津軽尾上間 

デハ7102系

弘南
鉄道大鰐線弘南

鉄道

◀
け
の
汁
列
車

２
月
中
旬
〜
下
旬
／
計
４
回
運
転

お
一
人
様 

３
、５
０
０
円（
飲
み
放
題
）

▶
弘
南
線  

車
輌
基
地

▼ラッセル君のモデルとなった大鰐
線のラッセル車（排雪列車 キ105）
の車内で激写。

 

弘
前
市
の
中
心
街
、中
央
弘
前
駅
を
発

車
し
た
電
車
は
、高
さ
31
メ
ー
ト
ル
の

最
勝
院
五
重
塔
を
右
手
に
見
な
が
ら
土

淵
川
に
沿
っ
て
大
鰐
へ
と
向
か
い
ま
す
。

古
都
弘
前
市
と
温
泉
街
の
大
鰐
町
を
約

30
分
で
結
ぶ
大
鰐
線
は
、「
ち
ょ
っ
と
街

さ
行
っ
て
く
る
」
と
い
う
感
覚
で
ま
さ

に
沿
線
住
民
の
足
で
す
。

　

弘
前
大
学
や
短
大
が
沿
線
近
く
に
あ

る
た
め
か
、学
生
街
の
雰
囲
気
も
漂
わ

せ
、そ
し
て
ひ
し
め
く
住
宅
地
を
抜
け

る
と
、周
囲
は
リ
ン
ゴ
畑
に
一
変
。広
域

農
道
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
と
平
行
し
て
電

車
は
走
り
ま
す
。目
を
遠
く
へ
向
け
る

と
遠
く
八
甲
田
が
、後
ろ
を
見
る
と
岩

木
山
が
見
え
ま
す
。電
車
は
Ｊ
Ｒ
奥
羽

線
と
交
差
し
、平
川
河
川
敷
に
架
か
る

鉄
橋
を
渡
る
と
、間
も
な
く
前
方
に
見

え
て
く
る
の
は
大
鰐
ス
キ
ー
場
と
し
て

知
ら
れ
る
阿
闍
羅
山
。そ
し
て
終
点
の

大
鰐
駅
に
な
り
ま
す
。こ
の
大
鰐
町
は

古
く
か
ら
弘
前
市
の
奥
座
敷
と
言
わ

れ
、賑
わ
っ
て
き
ま
し
た
。電
車
で
訪
れ

る
温
泉
旅
も
、思
い
出
の
ひ
と
つ
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

沿線ガイド 沿線ガイド

巡礼コレクション

お楽しみデータ お楽しみデータ

インフォメーションシャッターチャンス！

　

中
央
弘
前
駅
を
出
発
し
南
に
大
鰐
町
ま
で

を
結
ぶ
大
鰐
線
。な
ん
と
い
っ
て
も
昔
か
ら
変

ら
ぬ
姿
を
残
す
中
央
弘
前
駅
が
ま
ず
魅
力
的

で
す
。改
札
は
切
符
ば
さ
み
で
切
符
を
切
り
、

寒
気
は
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
で
汽
車
の
時
間
を

待
つ
。ま
さ
に
ロ
ー
カ
ル
線
の
味
で
す
。ま
た
、

石
川
駅
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
に
あ
る『
道
の

駅
ひ
ろ
さ
き
』は
地
元
民
に
大
人
気
。新
鮮
な

農
産
品
や
地
元
グ
ル
メ
が
楽
し
め
ま
す
。終
着

点
の
大
鰐
町
は
元
々
温
泉
街
と
し
て
賑
わ
っ
て

い
た
町
。独
特
の
ま
ち
の
並
び
に
昔
賑
わ
い
に

想
い
を
馳
せ
る
の
も
ま
た
楽
し
い
。大
鰐
と
い

え
ば
温
泉
を
利
用
し
た『
大
鰐
温
泉
も
や
し
』

も
他
で
は
味
わ
え
な
い
逸
品
。地
域
交
流
セ

ン
タ
ー『
鰐
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
』も
現
在
注
目
の
高
ま
る

人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
！

巡礼コレクション

インフォメーションシャッターチャンス！

弘
南
鉄
道

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ラ
ッ
セ
ル
君
」

土淵川沿いの桜と電車を撮影できます。
（弘高下駅～中央弘前駅間）

JR線との立体交差地点、高さ12ｍの石川
高架橋を走る電車を撮影できます。
（石川駅～義塾高校前駅間）

●弘南鉄道ふれあい感謝祭（10月）
毎年、鉄道の日（10月14日）を記念して行
われる。ミニＳＬの無料体験乗車や本物
の列車（約60t）を使った綱引き合戦、他に
も鉄道グッズの販売やラッセル君と記念
撮影コーナーなど、内容は盛り沢山。

 

弘
南
鉄
道
と
言
え
ば
、弘
南
線
と
大
鰐

線
の
二
つ
の
地
域
で
活
躍
す
る
情
緒
豊

か
な
ロ
ー
カ
ル
線
で
す
。

 

車
窓
か
ら
は
、一
面
に
広
が
る
田
園
風

景
や
り
ん
ご
園
、様
々
な
角
度
か
ら
楽

し
め
る
岩
木
山
な
ど
、四
季
折
々
の
風

景
が
楽
し
め
ま
す
。田
ん
ぼ
に
水
が
入

り
、り
ん
ご
の
花
が
咲
く
頃
に
は
岩
木

山
の
残
雪
も
美
し
く
、春
風
が
心
地
良

く
吹
き
ま
す
。り
ん
ご
園
を
走
る
電
車

は
、手
を
伸
ば
す
と
赤
い
り
ん
ご
が
届

き
そ
う
な
く
ら
い
近
く
を
走
り
ま
す
。

 

弘
南
線
は
、本
州
最
北
の
城
下
町
弘
前

と
、今
な
お
江
戸
時
代
の
情
緒
を
残
す

黒
石
を
結
ん
で
お
り
、沿
線
で
は
庭
園
・

蔵
め
ぐ
り
散
策
の
他
、田
ん
ぼ
ア
ー
ト

な
ど
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、弘
前
の

『
い
が
め
ん
ち
』や
、黒
石
の『
つ
ゆ
や
き

そ
ば
』な
ど
、寄

り
道
感
覚
で
食

べ
歩
く
の
も
楽
し

い
路
線
で
す
。

 

弘
前
駅
か
ら
北
へ
向
か
っ
て
黒
石
駅
と
を
結

ぶ
弘
南
線
。車
内
か
ら
見
え
る
絶
景
も
も
ち

ろ
ん
素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
、沿
線
で
は
是
非

途
中
下
車
し
て
実
際
に
歩
い
て
み
て
欲
し
い

場
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。新
里
駅
で
は
Ｓ
Ｌ

が
展
示
さ
れ
、更
に
す
す
む
と
現
在
で
は
合
併

に
よ
り
平
川
市
に
な
っ
た
旧
平
賀
町
、旧
尾
上

町
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、11
ｍ
の
世
界
一
大

き
な
扇
ね
ぷ
た
の
展
示
館
や
、大
石
武
学
流
の

見
事
な
庭
園
と
和
洋
折
衷
の
非
常
に
珍
し
い

館
の
残
る
盛
美
園
、猿
賀
神
社
。ま
た
、『
ひ
ら

か
わ
案
内
人
』と
称
し
て
地
元
の
人
々
が
ガ
イ

ド
を
し
て
く
れ
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。終
着
駅
の
黒
石
で
は
趣
の
あ
る
こ
み
せ

を
歩
き
、つ
ゆ
や
き
そ
ば
な
ど
地
元
グ
ル
メ

を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
め
ま
す
。

◀新里駅の近くには、大正時
代に設計された日本初の量
産型SL48640号機が展示さ
れており、冬季期間の降雪時
に活躍する、ラッセル車が新
里駅に停車待機する時間は
絶好のツーショットが撮影で
きるのもお楽しみ！

▼忘年列車
12月上旬～中旬／計３回運転
お一人様　3,500円（飲み放題）

▲納涼ビール列車
7月中旬～下旬／計４回運転
お一人様　3,500円（飲み放題）

●約2時間のちょい旅気分！
夏の納涼会、冬の忘年会には恒例のイベ
ント列車で最高に盛り上がろう。特に津軽
伝統の郷土料理「けの汁」が味わえる
「けの汁列車」は人気。

●津軽エリアの温泉巡りも楽しめる「ぐるっ
と津軽湯めぐり手形（1,200円）」を片手に
ローカル線を旅するのもいい。大鰐温泉で
は「不二やホテル」のお風呂に入れます。
（問）津軽ヤッテマレ会
http://www.tsugaru-kanko.com/

●沿線の味を求め「津軽百年食堂」へ！
大鰐町には「津軽百年食堂」のモデルに
なったお店が3軒もあります。湯上がり
に、大鰐名物の温泉もやしラーメンを食
べれば大満足決定です。

地域に根ざした電車装飾に心温まる。

四季の岩木山を背景に美しい田園風景と
走行する電車を撮影できます。
（平賀駅～柏農高校前間）

岩木山を背景に田園の中を悠然と走る
姿。平賀駅～柏農高校前駅間で狙えます。

大鰐線  車輌基地
（津軽大沢駅）

大仏公園（石川駅）

岩木山を背景に走る、ラッセル車と機関車

▲山崎食堂
（大鰐駅前、徒歩約１分）

▲ぐるっと津軽
　湯めぐり手形

 ▲日景食堂
（大鰐駅から徒歩約5分）

▲いこい食堂
（大鰐駅から徒歩約10分）

●さっパス（1,000円）
中央弘前～大鰐間の往復きっぷと
大鰐駅前の温泉総合施設「鰐come」
の入浴券がセットになった乗車券です。
さらに200円の金券もついています。
〈鰐come〉
地元特産品やお土産ショップあり

●食べレール券（1,500円）
弘前～黒石間の往復きっぷと黒石市
内のやきそば食べ歩き券がセットに
なった乗車券です。食べ歩き券は１枚
で３軒食べ歩くことができ、やきそば・
つゆやきそば・ドリンク等が選べます。
（食べ歩き加盟店などの詳細は、黒石
駅前にあるやきそばのまち案内所
「じょんがらロード駅」にて）

●大鰐町のオススメ
「温泉もやしラーメン」
温泉熱を利用して栽培された伝統
的なもやしで、津軽三代藩主・信義
が大鰐に湯治するときには、必ず献
上したとされています。ソバもやし、
マメもやしの二種類で、シャキシャ
キとした歯ごたえはとっても美味！

▶大鰐線サイクルトレイン
普通乗車券・回数券・定期券をお持
ちであれば1人1台のみ無料で持ち
込みOK。その他、さっパス・大黒様
きっぷ・津軽フリーパスでもご利用
できます。利用可能駅および利用時
間帯などは、お問い合せください。
(問)弘南鉄道／本社営業課
☎0172-44-3136

◎
大
鰐
町
の
津
軽
百
年
食
堂

禅林街（中央弘前駅）

湯魂石薬師堂（大鰐駅）

AtoZ メモリアルッドッグ
（中央弘前駅）

盛美園（津軽尾上駅）

弘前公園（弘前駅）

弘前公園（中央弘前駅）

世界一の扇ねぷた（平賀駅）南田温泉ホテル
アップルランド（平賀駅）

猿賀公園（津軽尾上駅）

茶臼山公園（大鰐駅）
最勝院五重塔（弘高下駅）

青森鉄道むすめ
平賀ひろこ

中野もみじ山（黒石駅）黒石仲町こみせ通り（黒石駅）

田んぼアート
（田舎館駅）

（問）弘南鉄道（株）　☎0172-44-3136

◀ラッセル君ストラップ（500円）
※弘南鉄道有人駅で発売

いがめんち
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青森市

十和田市

六
戸
町

おいらせ町

五戸町

南部町

七戸町

野辺地町

平内町

東北町

三
沢
市

八戸市

平川市

大鰐町

八戸線

小川原

三沢

向山

下田
陸奥市川

八戸

千
曳

浅
虫
温
泉

西
平
内

小
湊

清
水
川
狩
場
沢野
辺
地

上
北
町

乙
供

北
高
岩苫米地

剣吉
諏訪ノ平
三戸

目時

東青森小柳

小
川
原
湖

東北新幹線

黒石市

階
上
町

六
ヶ
所
村

田子町

新郷村

三戸町

青
森

野
内

矢
田
前

●有人駅　●無人駅

青森市

むつ市

大
間
町

七戸町

野辺地町

平内町

東北町

横
浜
町

東通村

佐
井
村

風間浦村

三
沢
市

六ヶ所村

小
川
原
湖

野
辺
地

七戸十和田

恐山

青い森鉄道

東北新幹線

北
野
辺
地

有
戸

吹越

陸奥横浜

近川

有畑

赤川

金谷沢

大湊 下北

●有人駅
●無人駅

大
湊
線

金田一温泉

新青森

青森駅 - 目時駅 121.9km

青い森鉄道
開業年月日：2002年（平成14年）12月1日

青い森701系

巡礼コレクション

インフォメーションシャッターチャンス！シャッターチャンス！

耳寄り情報

野辺地駅 - 大湊駅 58.4km

J R大湊線
設立：1921年（大正10年）3月20日 

沿線ガイド沿線ガイド

お楽しみデータ

巡礼コレクション

インフォメーション

耳寄り情報

青森駅のホームは寝台列車をはじ
め、ＪＲ車両などの様々な列車と並ん
で停車する様子を撮影出来るので行
くたび嬉しい。

野内駅付近では、迫力ある鉄道写真
が撮れます。

目時駅のホームからは、県境を超えト
ンネルを抜けてくる青い森鉄道の姿を
捉えることが出来ます。近隣からは、鉄
橋をわたる姿も狙えます。

目
時
駅

三
戸
駅

諏
訪
ノ
平
駅 

 

剣
吉
駅 

 

苫
米
地
駅 

 

北
高
岩
駅

八
戸
駅

陸
奥
市
川
駅

下
田
駅

向
山
駅

三
沢
駅

小
川
原
駅

上
北
町
駅 

 

乙
供
駅 

 

千
曳
駅 

野
辺
地
駅

狩
場
沢
駅

清
水
川
駅 

 

小
湊
駅

西
平
内
駅

浅
虫
温
泉
駅

野
内
駅 

矢
田
前
駅

小
柳
駅 

 

東
青
森
駅 

青
森
駅

プ
チ
情
報

PR・イメージキャラクター
「モーリー」剣吉駅の「桃季文庫」

車内ギャラリーの様子

　

浅
虫
温
泉
駅
前
に
は
足
湯
が
あ
り
、更
に
徒

歩
５
分
の
源
泉
公
園
で
は
、出
来
立
て
の
温
泉

卵
つ
く
り
も
体
験
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、八
戸
〜
目
時
間
は
、馬
淵
川
と
幾

重
に
も
渡
る
鉄
橋
も
あ
り
、の
ど
か
な
田
園

風
景
に
は
、果
樹
園
や
名
久
井
岳
が
車
窓
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

浅
虫
温
泉
〜
西
平
内
の
間
は
、青
い
森
鉄
道

線
で
は
唯
一
陸
奥
湾
が
列
車
の
窓
か
ら
眺
め
ら

れ
、湯
島
も
綺
麗
に
見
え
ま
す
。

▲東北温泉
☎0175-63-3715
（乙供駅より徒歩7分）

▲玉勝温泉
☎0176-56-3007
（上北町駅より徒歩5分）

●モーリーグッズに新アイテム
人気の「モーリーグッズ」に、新たなア
イテムが登場しました！是非コレクショ
ンに加えて欲しい！

◀麻蒸湯札（6ヶ月有効）
浅虫温泉を満喫するなら、
お風呂のハシゴが3軒まで楽
しめるお得な1,500円湯札に、2
軒まで入浴できる1,000円湯札
も登場した。
（問）浅虫温泉旅館組合
☎017-752-3259

青い森鉄道には、降りずにいられない駅
が多く点在する。運行本数もあるほうなの
で、沿線にある温泉スポットを湯巡りした
り、ローカルフードを訪ねて食べ歩いたり、
カメラ片手に途中下車を楽しみながら全
駅をトライしてみてはどうでしょう？

浅虫温泉郷（浅虫温泉駅）

▲古牧温泉
☎0176-51-2121
（三沢駅より徒歩10分）

● 

ピ
ン
ク
ピ
ン
ズ
バ
ッ
チ
は
乗
務
中
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
み
販
売
。ピ
ン
ク
ピ
ン
ズ
バ
ッ
チ
を
除
く
グ
ッ
ズ
全
般
の
販
売
は「
青
森
県
観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
」、「
ユ
ー
ト
リ
ー
」、「
野
辺
地
観
光
P
R
セ
ン
タ
ー
」で
。

▶「
ほ
た
て
広
場
」の

ほ
た
て
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

（
浅
虫
温
泉
駅
か
ら
徒
歩
20
分
）

浅虫水族館（浅虫温泉駅）

野辺地町観光物産
PRセンター
（野辺地駅）

▲南部の百年食堂
「不二や」のバラ焼き（剣吉駅前）

①ピンズバッチ     500円
②携帯マスコット  550円

①モーリーエコタンブラー   900円
②モーリー便（ハガキ）  　　200円

③ミニハンカチ      335円
④ボールペン（黒） 220円

日本一黒いモール温泉「東北温泉」など、
沿線の温泉巡りも楽しみな青い森鉄道。
八戸の市場のお母さん達との出会いや、
横丁での語らいもお楽しみもある。

●公式サイト　http://www.aoimorirailway.com/　 ●モーリーブログ　http://ameblo.jp/aoimori1204/
●リアルな話題がいっぱい！　アテンダントブログ http://ameblo.jp/aoimori-rw-at/

　

東
北
新
幹
線
新
青
森
開
業
と
同
時

に
、目
時
-
八
戸
間
だ
っ
た
運
行
を
、青

森
駅
ま
で
延
伸
し
た
ロ
ー
カ
ル
線
で

す
。車
窓
に
流
れ
る
長
閑
な
景
色
や
、と

き
ど
き
絵
を
展
示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
列

車
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、等
身

大
の
暮
ら
し
の
息
づ
か
い
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
心
の
和
む
鉄
道
で
す
。

　

ま
た
、J
R
東
日
本
の
八
戸
線
や
大
湊

線
、津
軽
線
、奥
羽
本
線
な
ど
各
ロ
ー
カ

ル
と
も
つ
な
が
る「
わ
」の
鉄
道
と
し
て

地
元
の
人
び
と
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、駅
舎
や
車
両
、イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
も
大
活
躍
し
て
い
る
の
が
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
モ
ー
リ
ー
」で
す
。

「
森
の
中
で
、突
然
に
生
ま
れ
た
青
い
色

の
木
。周
り
の
み
ん
な
と
色
が
違
う
こ

と
に
思
い
悩
ん
で
い
た
け
れ
ど
、青
い

森
鉄
道
の
車
掌
と
出
会
い
、色
が
違
っ
て

も
自
分
は
自
分
だ
よ
、と
教
え
ら
れ
て

自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。」と
い

う
素
敵
な
存
在
で
す
。キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

グ
ッ
ズ
も
い
ろ
い
ろ
出
て
い
る
の
で
、見

つ
け
た
ら
是
非
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
仲
間

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。

野
辺
地
駅

北
野
辺
地
駅

有
戸
駅

吹
越
駅

陸
奥
横
浜
駅

有
畑
駅

近
川
駅

金
谷
沢
駅

赤
川
駅

下
北
駅

大
湊
駅

プ
チ
情
報

キハ100形

● 

２
０
１
２
年
５
月
〜
10
月
の
第
３
日
曜
日
に
、キ
ハ
85
に
体
験
乗
車
で
き
る
ぞ
！ 　

http://hom
e.t00.itscom

.net/kiha22/index.htm
l

大間温泉

大間超マグロ祭り

大湊海軍コロッケ（むつ市）

元祖かっぱの湯（むつ市）

仏ヶ浦（佐井村）

お楽しみデータ

　

本
州
最
北
端
の
大
間
崎
を
目
指
す

な
ら
、む
つ
湾
の
沿
岸
線
を
走
る
大
湊
線

で
す
。野
辺
地
〜
大
湊
を
約
１
時
間
で

結
ぶ
市
民
の
足
と
し
て
愛
さ
れ
、車
窓

に
広
い
が
る
美
し
い
む
つ
湾
の
景
色
が

心
を
和
ま
せ
ま
す
。

　

普
通
列
車
の
他
に
も
、青
森
駅
・
八
戸

駅
ー
大
湊
駅
間
を
運
転
す
る「
快
速
し

も
き
た（
4・５
往
復
／
日
）」や
、「
リ
ゾ

ー
ト
あ
す
な
ろ
下
北（
２
往
復
／
日
）」

（
臨
時
列
車
）が
運
行
し
て
い
ま
す
の
で

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。春は、一面に広がる菜の花畑を走り抜け

る姿が撮影できる（吹越駅～陸奥横浜駅）

青森駅で乗車待ちをする「快速しもきた」。
約2時間後は大湊ですね。

●むつ市内から、
下北エリアを攻略するなら！
http://www.shimokita-kanko.com/

むつ市内の主要ホテルから出発して
る「ぐるりんしもきた観光ルートバス」
がオススメ。地元をよく知る（下北検定
合格者の会）のガイドさん、地域の言
葉で楽しく案内してくれるのでとても
楽しい道中になります！

運行日時・コース内容・料金等は、
（問）下北観光協議会
☎0175-22-1111

青い森鉄道の車両と並ぶ、「リゾートあす
なろ下北号」。これに乗って陸奥湾の車窓
を思いっきり楽しみたい。新青森から大湊
までは約２時間で運行している。

◎リゾートあすなろ下北号運行日（2012年）
　4月／21、22、28～30
　5月／1～6、12、13、19、20、26、27
　6月／2、3、9、10、15～27、30

●えっ、旅の途中に、地元コミュニティFMの生番組に出演できるかも？／FM AZUR（青森県むつ市）76.2MHz
　旅の記念に、生番組に飛び入り参加というのも面白い。 （問）むつ来さまい館　☎0175-33-8191

▶
小
柳
駅

▶
千
曳
駅

▼定番となった、モーリーグッズ

▲天然温泉まつのゆ
☎0176-56-2276
（上北駅より徒歩3分）

青い森鉄道アテンダント

のっけ丼／青森魚菜センター
（青森駅）

　

吹
越
駅
〜
陸
奥
横
浜
駅
界
隈
で
観
ら
れ
る

広
大
な
菜
の
花
畑
を
楽
し
み
、昭
和
の
雰
囲
気

が
香
る
む
つ
市
で
下
北
の
味
め
ぐ
り
を
ハ
シ
ゴ

す
る
と
い
う
大
人
旅
も
い
い
。ま
た
、大
湊
界
隈

で
は
旧
日
本
海
軍
が
創
っ
た
と
さ
れ
る「
大
湊

海
軍
コ
ロ
ッ
ケ
」や
絶
品
と
噂
の「
海
峡
サ
ー
モ
ン
」

等
、隠
れ
た
下
北
グ
ル
メ
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

尻
屋
崎
の
寒
立
馬
や
、幻
の
大
間
線
の
跡
地

も
点
在
す
る
下
風
呂
温
泉
、霊
峰
の
恐
山
、景

勝
地
の
仏
ヶ
浦
な
ど
、下
北
エ
リ
ア
見
所
や
温

泉
ス
ポ
ッ
ト
も
多
く
広
範
囲
な
こ
と
か
ら
、む

つ
市
内
か
ら
出
発
し
て
い
る
定
期
観
光
バ
ス
な

ど
の
２
次
交
通
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、ぐ
っ
と

お
楽
し
み
が
広
が
り
ま
す
。

▲冬は鮟鱇を食べて下風呂温泉につかる。
「ゆかい村 鮟鱇まつり」（12月～3月）
（問）下風呂温泉旅館組合
☎ 0175-35-2010（風間浦村商工会内）

▲「遊（ゆ）めぐり札（1枚800円）」
（問）下風呂温泉旅館組合　☎0175-35-2010（風間浦村商工会内）

▶
下
北
を
代
表
す
る
特
産

品「
海
峡
サ
ー
モ
ン
」。身
の

締
ま
っ
た
プ
リ
プ
リ
の
味
わ

い
が
絶
品
！
。「
大
畑
海
峡

サ
ー
モ
ン
ま
つ
り（
６
月
）」

も
見
逃
せ
な
い
。

幻の大間線跡を巡ったら、「遊（ゆ）めぐり札」
片手に下風呂温泉郷で温泉三昧を楽しみた
い。記念にもなるユニークな湯札は6ヶ月間有
効なのでまた訪れても使えるのが嬉しい。
また、下北エリア自慢の味も多く、２次交通を
うまく活用していろいろ満喫して欲しい。

▲大間のエビちゃんと過ごす「オーマの休日？」は最高の思い出
になる。そして、ここ迄着たら大間のマグロはなんとしても食べて
帰りたい！という方にもバッチリ応えてくれるのが嬉しいです。

▶関乃井酒造
本州最北端の酒蔵。創業以来、地元に
愛され下北半島以外ではほとんど出
荷されていないという陸奥の隠れた
銘酒。下北各地の井戸水にこだわり地
域限定品も造られており、各地を回っ
て飲み比べるのも大人の楽しみ。
（大間町、東通村、大畑町、横浜町、
浅虫温泉）　☎0175-22-3261

◀陸奥横浜駅で途中下
車して、糖度80度以上と
される「菜の花はちみつ
プレミアム」を手に入れ
たい。非加熱にこだわっ
た製法で、そのままの味
が楽しめます。

大間を楽しむなら、地元大間を知り尽くす、おおま
エスコートクラブのツアーが人気です。名物ガイド
「エビちゃん」の地元を楽しく巡る企画がいろいろあ
る。まずはHPをチェックして問い合わせよう。

（問）おおまエスコートクラブ   ☎090-7931-4509
http://oma-escortclub.com/

尻屋崎の寒立馬（東通村）

道の駅よこはま「菜の花プラザ」
（陸奥横浜駅）

大間崎の本州最北端の碑

横浜町の菜の花畑

恐山（むつ市）

下風呂温泉（風間浦村）

（問）道の駅よこはま「菜の花プラザ」
☎0175-78-6687 

（問）むつ市大畑庁舎産業建設課　☎0175-34-2111

①

①

②

②

③

④

鮟鱇鮨（イメージ）

青森県立三沢航空科学館
乗り物好きなら空の世界も
観てみたい。(三沢駅)

アップルドームほのぼの館
「馬場のぼるの部屋」
（三戸駅）

ねぶたの家
ワ・ラッセ
（青森駅）

アスパム（青森駅）

1415



五戸町

南部町

八戸市

階
上
町

東
北
新
幹
線

八
戸
自
動
車
道

青い森鉄道
八戸JCT

八戸IC

八
戸

長
苗
代

本
八
戸

白
銀 鮫

小
中
野

陸
奥
湊

陸奥白浜

種差海岸

大久喜

大蛇
階上

金浜

●有人駅
●無人駅

角の浜

あっという間に超豪華！

陸奥湊の
朝市ごはん

▲30年以上も地元で愛されてい
る沖野商店の煮卵（30円）を、熱々
のうちに食べたい。（陸奥湊駅）

▼寿司と地魚料理「サバの駅」では
 「八戸前沖サバ」がお楽しみ。（本八戸駅）

◀
み
ろ
く
横
丁
・
長
横
町
れ
ん
さ

街
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
町
な
ど
、昭

和
の
懐
か
し
い
雰
囲
気
も
楽
し

い
８
つ
の
横
丁
を
い
く
つ
回
れ
る

か
挑
戦
し
て
み
て
は
？（
本
八
戸

か
ら
徒
歩
15
分
）

耳より情報

●「八戸あさぐる」の朝市・朝ぶろ
参加ホテルから朝６時に出発する
乗合タクシーで朝の贅沢を満喫。
（１）八戸中心街のホテル→1,500円
（２）八戸駅前のホテル→2,800円

※上記は、往復のタクシー代＋入浴
代が含まれるおトクなコース例です。
（HP検索）八戸あさぐる
（問）八戸観光コンベンション協会
☎0178-41-1661

●八食センター　http://www.849net.com/　 ●八戸横丁連絡協議会　http://www.nonbe.jp/yokocho/
●八戸市観光課　http://www.city.hachinohe.aomori.jp/kanko/

八戸駅 - 久慈駅 64.9km

J R八戸線
設立：1894年（明治27年）1月4日 

キハ40系

青森県岩手県

八
戸
駅

長
苗
代
駅

本
八
戸
駅

小
中
野
駅

陸
奥
湊
駅

白
銀
駅

鮫
駅

陸
奥
白
浜
駅

種
差
海
岸
駅

大
久
喜
駅

金
浜
駅

大
蛇
駅

階
上
駅

角
の
浜
駅

平
内
駅

種
市
駅

玉
川
駅

宿
戸
駅

陸
中
八
木
駅

有
家
駅

陸
中
中
野
駅

侍
浜
駅

陸
中
夏
井
駅

久
慈
駅

▲「リゾートうみねこ」

▶
地
元
で
人
気
の
ホ
ロ
ン
バ
イ
ル

の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
片
手
に
種

差
海
岸
駅
か
ら
、プ
レ
イ
ラ
ン
ド

白
浜
駅
ま
で
の
１
駅
を
遊
歩
道
を

歩
く
。（
種
差
海
岸
駅
）

▶「母が作ってくれた種差のいちご煮の味を
このラーメンに出した」という磯ラーメンを
食べてみたい。JR八戸線鮫駅から種差海岸
行きのワンコインバス（100円）で、シーガル
ビューホテル下車すると便利。
 （問）海席料理処 小舟渡  ☎0178-33-3824

　
「
う
み
ね
こ
レ
ー
ル
」の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
き
た
J
R
八
戸
線
は
、「
八
戸

駅
」か
ら
青
森
県
の
県
境
の
駅
、「
階
上

駅
」を
超
え
て
岩
手
県
の「
久
慈
駅
」ま

で
を
走
る
ロ
ー
カ
ル
線
で
す
。震
災
の
影

響
で「
階
上
駅
」以
南
を
代
替
え
バ
ス
が

繋
い
で
き
ま
し
た
が
、こ
の
３
月
17
日
よ

り
全
線
運
行
を
再
開
。な
ん
と
か
春
に

間
に
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
八
戸
駅
」
か
ら
沿
線
の
住
宅
街
を

抜
け
て
い
き
、「
鮫
駅
」が
近
づ
く
と
港

の
潮
風
と
と
も
に
視
界
が
ぱ
あ
っ
と

開
け
て
き
て
、ウ
ミ
ネ
コ
の
蕪
島
、白
砂

の
海
が
な
ん
と
も
美
し
い「
陸
奥
白
浜

駅
」
や
「
種
差
海
岸
駅
」へ
と
太
平
洋

沿
岸
を
南
下
し
、風
光
明
媚
な
景
色

を
往
路
・
復
路
で
車
窓
を
楽
し
む
の
も

心
地
が
い
い
。

　

ま
た「
本
八
戸
駅
」か
ら
は
、八
戸
恒

例
の
夏
祭
り「
八
戸
三
社
大
祭
」や
２
月

の「
八
戸
え
ん
ぶ
り
」の
舞
台
と
な
る
市

街
地
も
近
く
、中
心
街
ら
し
い
賑
わ
い
を

感
じ
な
が
ら
、８
つ
あ
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
横
丁
巡
り
も
お
楽
し
み
で
す
。

沿線ガイド

巡礼コレクション

お楽しみデータ

インフォメーション

　

沿
線
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
む
に
は「
早
朝
」が

キ
ー
ワ
ー
ド
。日
本
有
数
の
八
戸
漁
港
を
抱
え

る
八
戸
の
朝
は
早
く
、朝
５
時
半
過
ぎ
ぐ
ら
い

か
ら
始
発
電
車
が
走
り
、朝
市
に
向
か
う
往

来
を
支
え
て
お
り
、中
で
も
朝
市
と
朝
ぶ
ろ
を

巡
る
こ
と
が
で
き
る「
八
戸
あ
さ
ぐ
る
」と
い
う

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
は
人
気
で
、八
戸
市
内
の

ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
お
勧
め
し
た
い
極
上
の

朝
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

更
に
は
昔
な
が

ら
の
食
堂
と
し
て
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
人

気
食
堂
や
、ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
の
買
い
食
い
巡

り
な
ど
、奥
の
深
い
庶
民
文
化
が
沿
線
の
魅
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、陸
奥
白
浜
駅
か
ら
種
差
海
岸
駅
の
間

に
は
浜
辺
の
遊
歩
道
が
あ
り
、１
駅
を
途
中
下

車
を
し
な
が
ら
散
策
気
分
を
楽
し
む
こ
と
も

で
き
る
の
で
、是
非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

鮫駅では迫力の鮫がお出迎え。

冬でも車窓に覗く早朝の景色は美しい。

階上駅にて。跨線橋がないためホーム
間は線路のうえを歩いて渡るので、
ちょっとドキドキしますね。

八戸線の全線再開は本当に嬉しい。お馴染
みのキハ40型に乗って沿線を途中下車す
るお楽しみに加え、土休日はジョイフルトレ
イン「リゾートうみねこ」も八戸駅～久慈駅
間を１日１往復するなど、パノラマ列車に
乗れるチャンスも復活。

地元に愛されつづける庶民の味
は、まるで心にしみるような深い
味が宿っている。「買い食い気分」
でこういう味に出会うと、忘れられ
ない味になりますよね。

●
今
も
地
元
に
愛
さ
れ
る
レ
ト
ロ
な
味
と
し
て
人
気
の
地
サ
イ
ダ
ー「
三
島
シ
ト
ロ
ン
」、「
三
島
バ
ナ
ナ
サ
イ
ダ
ー
」は
一
度
は
飲
ん
で
お
き
た
い
。八
戸
市
内
の「
ス
ー
パ
ー
み
な
と
や
」な
ど
で
買
え
ま
す
。

プ
チ
情
報

八食センター（八戸駅）

種差海岸（種差海岸駅）

蕪島（鮫駅）

大須賀海岸（鮫駅）

八戸三社大祭（本八戸駅） 八戸えんぶり（本八戸駅）

八戸ポータルミュージアム
「はっち」（本八戸駅）

シャッターチャンス！

陸奥湊駅前朝市（陸奥湊駅） 館鼻岸壁朝市（陸奥湊駅）

長
横
町

岩
泉
町

三日町 八日町

ロ
ー
丁

八戸昭和通り

みろく横丁

ハーモニカ横町花小路

長横町れんさ街
ロー丁れんさ街

五番街
たぬき小路

JR奥羽本線
【 JR新青森駅 】からローカル線で行く、乗りかえポイント

黒石市

青森市

平川市

大鰐町

東北新
幹線

弘南鉄道
弘南線

弘南鉄道
大鰐線

青森東IC
青
森
Ｉ
Ｃ

青
森

新
青
森

津軽新城

鶴ヶ坂

大釈迦

浪岡

北常盤

川部
撫牛子
弘前

中央弘前

黒
石

石川

大鰐温泉
碇ヶ関

長峰

津軽湯の沢

五
所
川
原

東
北
自
動
車
道

津
軽
鉄
道

浅虫温泉

五
能
線
板柳町

十
和
田
市

弘前市

つ
が
る
市

五所川原市

鶴田町

藤崎町藤崎町

田舎館村田舎館村

十和田湖

津
軽
線

青い森鉄道

（※下記の所要時間は、普通列車に乗車した場合の参考所要時間です。ダイヤ改正や運行状況によって変化しますので、正確な所要時間は各駅窓口にてご確認願います。）

●有人駅　●無人駅

「新青森駅」で東北新幹線を降りたらドコに行こう？
縦横無尽にリンクするＪＲ奥羽本線の先には魅惑の
各ローカル線が待っている。

JR大湊線  で下北方面へ

① JR奥羽本線【青森駅】（約7分）で乗換え
①→ ② 青い森鉄道【野辺地駅】（約45分）で乗換え
　　 ②→ ③→ JR大湊線で【陸奥横浜駅】へ（約30分）
　　 ②→ ③→ JR大湊線で【下北駅】へ（約55分）
　　 ②→ ③→ JR大湊線で【大湊駅】へ（約60分）

① JR奥羽本線【青森駅】（約7分）で乗換え
①→ ②→ JR津軽線で【蟹田駅】へ（約50分）
　　 ②→ JR津軽線で【三厩駅】へ（約90分）

① JR奥羽本線【川部駅】（約35分）で乗換え
①→ ② JR五能線【五所川原駅】（約30分）で乗換え
　　 ②→ ③→ 津軽鉄道で【金木駅】へ（約20分）
　　 ②→ ③→ 津軽鉄道で【芦野公園駅】へ（約25分）
　　 ②→ ③→ 津軽鉄道で【津軽中里駅】へ（約36分）

① JR奥羽本線【川部駅】（約35分）で乗換え
①→ ②→ JR五能線で【五所川原駅】へ（約30分）
　　 ②→ JR五能線で【鯵ヶ沢駅】へ（約60分）
　　 ②→ JR五能線で【ウェスパ椿山駅】へ（約80分）

① JR奥羽本線【青森駅】（約7分）で乗換え
①→ ②→ 青い森鉄道で【浅虫温泉駅】へ（約20分）
　　 ②→ 青い森鉄道で【野辺地駅】へ（約45分）
　　 ②→ 青い森鉄道で【三沢駅】へ（約75分）
　　 ②→ 青い森鉄道で【八戸駅】へ（約95分）

① JR奥羽本線【青森駅】（約7分）で乗換え
①→ ② 青い森鉄道【八戸駅】（約95分）で乗換え
　　 ②→ ③→ JR八戸線で【陸奥湊駅】へ（約15分）
　　 ②→ ③→ JR八戸線で【鮫駅】へ（約20分）
　　 ②→ ③→ JR八戸線で【種差海岸駅】へ（約30分）

青い森鉄道  で八戸方面へJR五能線  で日本海側方面へ

JR八戸線  で種差海岸方面へ

JR津軽線  で三厩方面へ

津軽鉄道  で金木方面へ

① JR奥羽本線で【大鰐駅】へ（約60分）

① JR奥羽本線で【弘前駅】まで（約45分）
①→ ②→ 弘南鉄道弘南線【平賀駅】へ（約13分）
　　 ②→ 弘南鉄道弘南線【津軽尾上駅】へ（約20分）
　　 ②→ 弘南鉄道弘南線【黒石駅】へ（約30分）

JR奥羽本線・弘南鉄道  で大鰐温泉や、弘前、黒石方面へ

お
土
産
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

せ
っ
か
く
ロ
ー
カ
ル
線
の
旅
先
で
買
う
思
い
出
の
味
だ
け
に
、

「
ち
ょ
っ
と
、深
イ
イ
ロ
ー
カ
ル
の
味
」
を
試
し
て
み
て
は
？

家
に
帰
っ
て
か
ら
も
楽
し
め
る
二
度
美
味
し
い
お
土
産
セ
レ
ク
ト
。

●八戸うみねこバクダン
（1,050円）
うみねこバクダン・・・、ご想像の
通り、うみねこのフンをモチーフ
にしたという何とも大胆でイン
パクト大のお菓子です（笑）。
【取扱店】
八戸グランドホテル内など
【お問い合わせ】
NPO法人  ACTY  ☎0178-24-7670

●ソフト焼きほたて
（150g1,050円）
料理におつまみにと幅広く活躍
する、ほたての旨味をそのまま詰
め込んだ一品。ソフトなのに長持
ちなのでお土産にぴったり。
【取扱店・お問い合わせ】
下北名産センター北彩市場等
☎0175-22-3231

あおもり
ローカル
鉄道の旅

●ほたて十万石（1個140円～）
創業明治36年の老舗「カネセ高橋
かまぼこ店」が丹精こめてつくる
可愛らしいほたての形の焼きかま
ぼこ。プレーンタイプの他にわさ
び味、明太子味もありプリプリの
食感と中につまった旨味たっぷり
のマヨネーズがベストマッチ！
【取扱店】アスパム、青森駅、
ゆ～さ浅虫など
【お問い合わせ】カネセ高橋かまぼこ店
☎017-734-0610

●新郷黒飴（500ml入500円）
新郷村の中心街にある創業50年
の老舗、木村屋菓子舗が作る新
郷黒飴。昔ながらの製法での手
作りで、喉にいいとリピートして
買い求める人もいるほど。
【取扱店】  ユートリーなど
【お問い合わせ】木村屋菓子舗
☎0178-78-2029

●ふかうら雪人参「ぷちっとゼリー」
（1袋12個入630円）
雪の下で完熟させた甘みある人
参をつかったゼリー。爪楊枝で
刺すとぷるんと出てくるのが面
白い。
【取扱店】
ウェスパ椿山物産館コロボックル等
【お問い合わせ】深浦町観光協会
☎0173-74-3320

●弘前桜物語リップクリームと
石けんのセット（1,050円）
弘前公園のソメイヨシノを使用し
たリップと石けん女性に人気の
ご当地コスメ。ほのかに甘い桜の
香りに癒される。
【取り扱い店】
弘前市まちなか情報センター等
【お問い合わせ】
弘前観光コンベンション協会
☎0172-35-3131

●石炭クッキー（60g300円）
津軽鉄道とコミュニティカフェ「で
る・そーれ」が共同開発した石炭
クッキー。真っ黒な見た目とサク
サクした食感がクセになる。
【取扱店・お問い合わせ】　
コミュニティカフェ「でる・そーれ」
青森県五所川原市大町39
☎TEL0173-34-3971

●蓮根のお菓子
平川市の老舗菓子処西谷が50年
以上前からつくる、猿賀神社の蓮
根を使用した非常に珍しいお菓
子。シャキシャキとした歯ごたえ
がクセになる。
【取扱店・お問い合わせ】
菓子処西谷
青森県平川市尾上栄松61-2
☎0172-57-2240
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